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第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
14
日
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
条
例
改
正
５
件
・
条
例
廃
止

１
件
・
条
例
制
定
２
件
・
契
約
の
締
結
１
件
・
協
定
の
廃
止
と
締
結
２
件
・
事
務
組
合
の
解
散
等
２
件
・

補
正
予
算
５
件
・
決
算
認
定
７
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

鯉
渕
議
員
及
び
猿
田
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
鯉
渕
議
員
修
正
案
は
否
決
。
猿
田
議
員

修
正
案
及
び
修
正
案
を
除
い
た
原
案
を
可
決
、
人
事
１
件
不
同
意
を
除
く
そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　

請
願
１
件
、
陳
情
１
件
、
報
告
15
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第４回
定例会

議
案
第
74
号

▽
城
里
町
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
固
定
資
産
税
の
還
付
事
務
処

理
に
お
い
て
予
算
計
上
が
遅

れ
た
た
め
、
そ
の
責
任
と
し

て
町
長
の
令
和
４
年
１
月
の

給
与
を
10
％
減
額
す
る
も
の
）

議
案
第
75
号

▽
城
里
町
移
動
通
信
用
鉄
塔
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

（
施
設
設
置
箇
所
の
整
合
を

条
例
の
改
正

可
　
決

図
る
も
の
）

議
案
第
76
号

▽
城
里
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
に
伴
い
、
未
就
学
児

を
対
象
と
し
た
軽
減
措
置
を

追
加
し
、
保
険
税
の
賦
課
方

式
を
見
直
す
も
の
）

議
案
第
77
号

▽
城
里
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

（
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
総

額
を
維
持
す
る
た
め
、
町
負

担
額
の
上
限
を
引
き
上
げ
る

も
の
）

議
案
第
78
号

▽
城
里
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

（
消
防
庁
よ
り
消
防
組
織
法

第
37
条
の
規
定
に
基
づ
く
消

防
団
員
の
処
遇
改
善
の
通
知

を
受
け
、
令
和
４
年
４
月
１

日
よ
り
報
酬
基
準
を
見
直
す

も
の
）

議
案
第
79
号

▽
城
里
町
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
の
議
決
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
茨
城
県
央
地
域
定
住
自
立

圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
を

令
和
４
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
廃
止
す
る
こ
と
か
ら
、
町

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
）

議
案
第
80
号

▽
城
里
町
下
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

議
案
第
81
号

▽
城
里
町
下
水
道
事
業
の
剰
余

金
の
処
分
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

（
下
水
道
事
業
を
企
業
会
計
に

移
行
す
る
に
あ
た
り
、
設
置
・

剰
余
金
の
処
分
等
に
つ
い
て

条
例
で
定
め
る
も
の
）

条
例
の
廃
止

可
　
決

条
例
制
定

可
　
決
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議
案
第
82
号

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
目
的

令
和
３
年
度　

常
北
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
更
新

等
工
事

契
約
の
金
額

９
，
０
９
７
万
円

契
約
の
相
手
方

城
里
町
下
圷
１
６
６
８
番
地

２株
式
会
社　

金
長
設
備
工
業

契
約
方
法

一
般
競
争
入
札

議
案
第
83
号

▽
茨
城
県
央
地
域
定
住
自
立
圏

の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
廃

止
に
つ
い
て

（
同
協
定
を
令
和
４
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
た
め

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
）

議
案
第
84
号

▽
い
ば
ら
き
県
央
地
域
連
携
中

枢
都
市
圏
の
形
成
に
関
す
る

連
携
協
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
水
戸
市
が
中
核
市
の
宣
言

を
し
た
こ
と
に
伴
い
、
水
戸

市
と
連
携
協
約
の
締
結
を
す

る
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
５
２
条
の
２
第
３
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
）

議
案
第
85
号

▽
水
戸
地
方
農
業
共
済
事
務
組

合
の
解
散
に
つ
い
て

（
県
内
３
組
合
と
の
合
併
に

よ
り
解
散
す
る
こ
と
に
つ
い

て
協
議
す
る
た
め
、
地
方
自

治
法
第
２
９
０
条
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
）

議
案
第
86
号

▽
水
戸
地
方
農
業
共
済
事
務
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分

に
つ
い
て

（
組
合
が
所
有
す
る
財
産
の
処

分
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
２
９
０
条
の
規

定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
）

契
約
の
締
結

可
　
決

協
定
の
廃
止
と
締
結

可
　
決

事
務
組
合
の
解
散
等

可
　
決

城里町議会の本会議を
　　　　　　見てみませんか
城里町議会の本会議を
　　　　　　見てみませんか
城里町議会では、本会議の録画した映像データを
You Tube で配信しています。
城里町公式ホームページ　トップページから

をクリック議会事務局

議会録画映像

をクリック議会事務局

議会生中継

また、本会議の生中継配信を始めました。
会期中のみ、ご覧いただけます。

⇒　　　　　　　　　　をクリック

⇒　　　　　　　　　　をクリック

　

地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
連

携
協
約
は
水
戸
市
を
中
心
に

９
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
医
療
や
福
祉
等
サ
ー
ビ

ス
に
不
可
欠
な
課
題
は
水
戸

市
に
集
中
し
、
周
辺
の
自
治

体
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
後
退

す
る
。

　

城
里
町
は
夜
間
救
急
体
制

が
整
っ
て
お
ら
ず
、
病
床
の

確
保
も
困
難
な
状
況
で
、
近

隣
の
病
院
に
依
存
し
て
い

る
。
少
子
化
を
防
ぐ
対
策
も

進
ま
な
い
ま
ま
連
携
し
て
も

子
ど
も
は
増
え
な
い
。
中
心

地
に
機
能
を
集
中
さ
せ
る
こ

と
は
か
え
っ
て
地
域
活
性
化

の
妨
げ
に
な
る
と
危
惧
す

る
。 反

対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

【お詫びと訂正】

　議会だよりNo.68
に掲載した記事にお
いて、誤りがありま
した。お詫びして訂
正いたします。
　 P 8「杉山清議員
から謝罪がありまし
た」（謝罪の言葉）内
の記事3行目

誤　小松﨑　三男

正　小松﨑　三夫
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議
案
第
87
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
対
す
る

修
正
動
議（
鯉
渕
秀
雄
議
員
提
出
）

（
３
名
の
議
員
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
）

修
正
の
内
容

・
お
ひ
さ
ま
学
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備
工
事
及
び
工
事
監
理
費

５
，
１
０
０
万
円
を
増
額
。

修
正
の
理
由

補
正
予
算

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て
、
議
員
発
議
に
よ
り
修
正
案
が
２
つ
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

否
　
決

　

石
塚
小
学
校
の
児
童
数
は
町
内
の
他
の
小
学
校
の
４
倍

の
規
模
で
あ
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
４
か
所
あ
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
。
お
ひ
さ
ま
学
童
ク
ラ
ブ
を
建
設
す
る

こ
と
の
何
が
問
題
で
何
が
無
駄
遣
い
な
の
か
。

　

今
回
の
お
ひ
さ
ま
学
童
ク
ラ
ブ
関
係
の
増
額
修
正
は
、

９
月
定
例
会
で
議
会
が
減
額
修
正
し
た
も
の
を
復
活
さ
せ

る
内
容
で
あ
り
、
町
長
の
予
算
提
出
権
限
を
侵
害
す
る
も

の
で
は
な
い
。

　

今
回
の
増
額
修
正
は
減
額

修
正
と
違
い
非
常
に
シ
ビ
ア

で
、
こ
の
議
員
提
案
に
よ
る

増
額
を
認
め
る
と
、
今
後
は

議
会
側
が
町
に
増
額
提
案
で

き
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま

う
。

　

町
長
に
は
再
議
と
い
う
拒

否
権
が
あ
る
と
お
考
え
の
よ

う
だ
が
、
そ
れ
で
は
さ
ら
に

ね
じ
れ
た
議
会
を
招
い
て
し

ま
う
。
地
方
自
治
法
の
中
で

は
、
町
と
議
会
は
よ
く
話
合

い
を
し
て
、
現
在
や
将
来
の

こ
と
を
総
合
的
に
判
断
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

町
と
議
会
の
ね
じ
れ
に
、
町

民
を
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
こ

と
の
な
い
よ
う
、
今
回
の
増

額
に
は
反
対
す
る
。

反
対
討
論

加
藤
木　

直　

議
員

　

町
は
近
い
将
来
、
危
機
的

な
財
政
状
況
に
も
な
り
得
る

中
、
今
回
の
建
替
新
築
工
事

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
議

論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
の
問
題
は
６
月
議
会

か
ら
話
が
で
て
お
り
、
町
側

は
検
討
す
る
と
し
な
が
ら
、

現
在
に
至
っ
て
も
議
会
に
報

告
連
絡
相
談
が
無
く
、
最
終

日
に
増
額
修
正
を
提
案
さ
れ

て
も
、
設
計
図
も
な
い
、
予

算
も
曖
昧
で
は
十
分
な
審
議

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
新
築

さ
れ
た
石
塚
開
放
学
級
で
の

問
題
に
対
し
て
、
総
務
民
生

委
員
会
で
実
態
調
査
を
福
祉

こ
ど
も
課
長
に
依
頼
し
た
。

新
築
も
大
事
だ
が
、
ま
ず
は

今
起
き
て
い
る
問
題
か
ら
、

子
供
を
守
る
こ
と
が
大
事
と

考
え
、
反
対
す
る
。

反
対
討
論

河
原
井　

大
介　

議
員

　

私
は
鯉
渕
議
員
提
出
の
増

額
修
正
に
対
し
て
、
賛
成
の

立
場
か
ら
討
論
す
る
。

　

こ
の
動
議
で
問
わ
れ
て
い

る
の
は
、
母
親
達
の
必
死
な

訴
え
に
耳
を
傾
け
、
そ
し
て

千
人
以
上
の
署
名
を
皆
さ
ん

が
頑
張
っ
た
そ
の
心
を
議
会

が
心
を
傾
け
、
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
予
算
を
認
め
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。

　

９
月
議
会
で
減
額
修
正
さ

れ
た
こ
の
予
算
を
、
是
非
と

も
年
度
内
に
な
ん
と
か
復
活

で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
か

ら
、
増
額
修
正
を
提
案
し
た

次
第
で
あ
る
。

賛
成
討
論

片
岡　

藏
之　

議
員
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議
案
第
87
号

（
可
決
さ
れ
た
修
正
案
（
猿
田

議
員
提
出
）
の
修
正
部
分
を

除
く
）

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

１
億
１
０
７
万
２
千
円

・
固
定
資
産
税
（
家
屋
）
過
誤

納
金
還
付

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
町
道
維
持
補
修
事
業

・
修
学
旅
行
（
企
画
経
費
負
担

事
業
、
代
替
給
付
金
事
業
）

・
そ
の
他
事
業

予
算
総
額

１
０
６
億
９
，
７
４
９
万
３
千
円

　

提
案
さ
れ
た
議
案
審
議
の

後
、
町
長
か
ら
議
案
提
出
の
申

し
出
が
あ
り
、
議
案
を
追
加
し

ま
し
た
。

議
案
第
１
０
４
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

１
億
６
７
３
万
４
千
円

・
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支

援
給
付
金
給
付
事
業

予
算
総
額

１
０
８
億
４
２
２
万
７
千
円

議
案
第
88
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

１
億
５
７
０
万
３
千
円

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

予
算
総
額

２
４
億
５
，
６
７
４
万
６
千
円

（
施
設
勘
定
）

減
額
補
正
額△

３
３
０
万
６
千
円

・
一
般
職
員
給
与
等

予
算
総
額

２
億
４
，
０
４
７
万
４
千
円

議
案
第
89
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て

（
保
険
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

２
４
９
万
１
千
円

・
介
護
予
防
、
日
常
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業

予
算
総
額

２
５
億
８
９
８
万
１
千
円

議
案
第
90
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に

お
い
て
、
既
決
予
定
額
に
変

更
は
な
く
、
収
益
的
支
出
の

営
業
費
用
の
原
水
及
び
浄
水

費
を
追
加
し
総
係
費
を
減
額

す
る
も
の
）

議
案
第
87
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
対
す
る

修
正
動
議（
猿
田
正
純
議
員
提
出
）

（
７
名
の
議
員
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
）

修
正
の
内
容

・
新
ご
み
処
理
施
設
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
建
設
工
事
費
と
し

て
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
た
工
事
請
負
費
２
，
３
１
２ 

万
２
千
円
の
、
実
施
設
計
委
託
料
へ
の
財
源
組
み
替
え
を
削

除
。

・
道
の
駅
か
つ
ら
移
転
候
補
地
の
調
査
業
務
委
託
と
、
基
本
設

計
業
務
委
託
料
４
，
１
４
２
万
６
千
円
を
減
額
。

修
正
の
理
由

可
　
決

・
建
築
面
積
40
～
50
坪
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
、
建
設
費

用
が
お
お
よ
そ
２
億
円
か
か
る
と
い
う
の
は
異
常
な
金

額
で
あ
る
。
そ
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
実
施
設
計
委
託

料
が
２
，
３
１
２
万
２
千
円
な
の
も
、
異
常
に
高
額
で

あ
る
。

・
現
在
の
道
の
駅
か
つ
ら
は
、
国
道
１
２
３
号
那
珂
川
大

橋
の
架
け
替
え
ル
ー
ト
に
掛
か
る
た
め
建
て
替
え
行
う

予
定
だ
が
、
茨
城
県
の
道
路
設
計
も
ま
だ
で
き
て
い
な

い
の
に
、
移
転
候
補
地
の
測
量
、
設
計
の
予
算
を
計
上

す
る
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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決
算
認
定

認
　
定

議
案
第
91
号

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
一
般
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
92
号

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

議
案
第
93
号

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

議
案
第
94
号

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

議
案
第
95
号

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

議
案
第
96
号

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

議
案
第
97
号

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
98
号

▽
城
里
町
政
治
倫
理
審
査
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

次
の
方
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
不
同
意
と
な
り
ま
し
た
。

　

松
村　
　

孝
氏
（
つ
く
ば
市
）

議
案
第
99
号
～
１
０
３
号

▽
城
里
町
政
治
倫
理
審
査
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。横

山　

幸
雄
氏
（
石　

塚
）

阿
久
津
紀
子
氏
（
石　

塚
）

和
田
寿
美
雄
氏
（
阿
波
山
）

卜
部　

德
也
氏
（
小　

勝
）

五
十
嵐
雅
晴
氏
（
阿
波
山
）

任
期

　

令
和
３
年
12
月
20
日
か
ら

　
　

２
年
間

請
願
第
２
号

▽
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落

の
対
策
を
求
め
る
請
願

陳
情
第
３
号

▽
お
ひ
さ
ま
学
童
ク
ラ
ブ
建
て

替
え
工
事
に
関
す
る
陳
情

　前回９月定例会において、町長から取り下げのあっ
た「令和２年度　一般会計他６会計の決算認定につい
て」は、町執行部が改ざんのあった審査意見書の確認
訂正を行い、再度上程され、認定となりました。

人
　
事

同
　
意

不
同
意

請
　
　
願

継
続
審
査

陳
　
　
情

不
採
択

傍聴者報告
第４回定例会（12月７日～14日まで開催）	合計36人
なお、コロナウイルス感染拡大防止のため、議場での傍聴人の定数を
１日あたり15名とさせていただきました。

日程など詳しいことは議会事務局または
ホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）
　https//www.town.shirosato.lg.jp

次回の定例会は４月19日を予定しています

車いすでの傍聴も出来ます。車いすでの傍聴も出来ます。
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第
１
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
１
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
１
回
臨
時
会
が
７
月
30
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
次
の

案
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
条
例
改
正
１
件
を
可
決
、
契
約
の

締
結
１
件
が
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
に
第
１
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
本
来

な
ら
、
前
回
号
の
議
会
だ
よ
り
68
号
に
臨
時
会
に
つ
い
て
の

記
事
を
掲
載
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
漏
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
号
の
議
会
だ
よ
り
69
号
で
記
事
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
33
号

▽
城
里
町
使
用
料
及
び
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
に
関
す
る
法
律

が
一
部
改
正
さ
れ
令
和
３
年

９
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
が
申

請
者
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
発
行
手
数
料
を
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ

た
た
め
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
再
交
付
手
数
料
に
関
す
る

規
定
を
削
除
す
る
も
の
）

議
案
第
34
号

▽
令
和
２
年
度
不
燃
性
粗
大
ご

み
処
理
施
設
等
建
設
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
の
目
的

令
和
２
年
度　

不
燃
性
粗
大

ご
み
処
理
施
設
等
建
設
工
事

契
約
の
金
額

１
１
億
３
，
８
５
０
万
円

契
約
の
相
手
方

香
川
県
高
松
市
牟
礼
町
牟
礼

２
２
４
６
番
地

鎌
長
製
衝
・
コ
ス
モ
綜
合
建

設
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体

　

不
燃
性
粗
大
ご
み
処
理
は
、

現
在
の
人
力
に
よ
る
分
別
作

業
で
年
８
５
０
万
円
の
維
持

費
に
対
し
、
破
砕
機
導
入
に

よ
っ
て
倍
の
１
，
５
０
０ 

万
円
の
維
持
費
と
購
入
に

11
億
が
加
算
さ
れ
、
不
合
理

で
あ
る
。

　

２
０
１
５
年
に
国
連
で
採

択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
持

続
可
能
な
近
代
的
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
確
保
、

気
候
変
動
に
対
応
す
る
課
題

も
含
ま
れ
て
い
る
。
当
町
で

も
、
粗
大
ご
み
を
破
砕
し
燃

や
す
だ
け
で
な
く
、
再
生
す

る
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
、
視
点
を
変
え
て
当
町
に

ふ
さ
わ
し
い
方
法
を
試
み
て

ほ
し
い
。

　

以
上
の
理
由
で
、
破
砕
機

導
入
に
は
反
対
す
る
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

　

ご
み
処
理
施
設
建
設
に

11
億
５
千
万
円
は
高
す
ぎ

る
。
町
民
が
納
得
し
な
い
。

交
付
金
や
交
付
税
措
置
が
あ

る
か
ら
や
ら
な
い
と
損
と
い

う
が
、
破
砕
機
を
導
入
す
れ

ば
毎
年
維
持
費
に
数
千
万

円
、
故
障
す
れ
ば
数
億
円
か

か
る
か
も
し
れ
な
い
。
身
の

丈
に
合
っ
た
事
業
を
す
る
べ

き
で
あ
り
機
械
を
導
入
す
る

よ
り
、
ま
ず
は
町
民
の
分

別
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識
を

啓
蒙
普
及
し
て
い
く
こ
と
の

方
が
、
数
億
円
の
機
械
を
導

入
す
る
よ
り
は
る
か
に
効
果

的
だ
。

　

後
世
に
負
の
遺
産
を
残
す

事
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ

る
。 反

対
討
論

加
藤
木　

直　

議
員

条
例
の
改
正

可
　
決

契
約
の
締
結

否
　
決
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第
２
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
２
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
２
回
臨
時
会
が
12
月
24
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
次
の

案
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
専
決
処
分
１
件
を
承
認
、
補
正
予

算
１
件
が
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

承
認
第
４
号

▽
専
決
処
分
第
４
号（
令
和
３

年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正

予
算
第
５
号
）
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

１
億
５
０
０
万
円

・
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支

援
給
付
金
給
付
事
業

予
算
総
額

１
０
９
億
９
２
２
万
７
千
円

議
案
第
１
０
５
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

３
，
８
１
５
万
９
千
円

・
道
の
駅
移
転
整
備
事
業

・
新
ご
み
処
理
施
設
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
整
備
事
業

予
算
総
額

１
０
９
億
４
，
７
３
８
万
６
千
円

専
決
処
分

承
　
認

補
正
予
算

否
　
決

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、ーは欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

薗
部　
　

一

三
村　

孝
信

河
原
井
大
介

阿
久
津
則
男

小
林　

祥
宏

杉
山　
　

清

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

関　

誠
一
郎

■第１回臨時会（令和３年７月30日）

議案第33号 城里町使用料及び手数料条例の一部
を改正する条例について 12 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
な
い

議案第34号 令和２年度不燃性粗大ごみ処理施設
等建設工事請負契約の締結について 6 7 × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×

■第４回定例会（令和３年12月７日～14日）

議案第74号
城里町特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例について

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第75号
城里町移動通信用鉄塔施設の設置及
び管理に関する条例の一部を改正す
る条例について

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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審議した議案と各議員の賛否

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

薗
部　
　

一

三
村　

孝
信

河
原
井
大
介

阿
久
津
則
男

小
林　

祥
宏

杉
山　
　

清

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

関　

誠
一
郎

議案第76号 城里町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

議案第77号 城里町国民健康保険条例の一部を改
正する条例について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第78号
城里町消防団員の定員，任免，給与，
服務等に関する条例等の一部を改正
する条例について

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第79号 城里町定住自立圏形成協定の議決に
関する条例を廃止する条例について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第80号 城里町下水道事業の設置等に関する
条例の設定について 12 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第81号 城里町下水道事業の剰余金の処分等
に関する条例の制定について 12 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第82号 工事請負契約の締結について（常北保
健福祉センター空調設備更新等工事）13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第83号 茨城県央地域定住自立圏の形成に関
する協定の廃止について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第84号 いばらき県央地域連携中枢都市圏の形
成に関する連携協約の締結について 12 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第85号 水戸地方農業共済事務組合の解散に
ついて 12 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第86号 水戸地方農業共済事務組合の解散に
伴う財産処分について 12 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第87号
（鯉渕議員提
出修正動議）

令和３年度城里町一般会計補正予算
（第３号）に対する修正動議（おひさま
学童クラブ建設工事関係予算の増額）

4 9 × × × × ○ × × × × ○ ○ ○ ×

議案第87号
（猿田議員提
出修正動議）

令和３年度城里町一般会計補正予算
（第３号）に対する修正動議（新ごみ
処理施設ストックヤード、道の駅か
つら建設工事関係予算の減額）

7 6 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × × ○

議案第87号
（猿田議員提出の
修正動議を除く）

令和３年度城里町一般会計補正予算
（第３号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第88号 令和３年度城里町国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第89号 令和３年度城里町介護保険特別会計
補正予算（第３号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第90号 令和３年度城里町水道事業会計補正
予算（第２号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、ーは欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席
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審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、ーは欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

薗
部　
　

一

三
村　

孝
信

河
原
井
大
介

阿
久
津
則
男

小
林　

祥
宏

杉
山　
　

清

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

関　

誠
一
郎

議案第91号 令和２年度城里町一般会計決算認定
について 10 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

議案第92号 令和２年度城里町国民健康保険特別
会計決算認定について 10 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議案第93号 令和２年度城里町後期高齢者医療特
別会計決算認定について 10 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議案第94号 令和２年度城里町介護保険特別会計
決算認定について 10 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議案第95号 令和２年度城里町公共下水道事業特
別会計決算認定について 10 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議案第96号 令和２年度城里町農業集落排水事業
特別会計決算認定について 10 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議案第97号 令和２年度城里町水道事業会計決算
認定について 10 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議案第98号
城里町政治倫理審査会委員の選任に
つき同意を求めることについて（村
松孝氏）

5 8 × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ×

議案第99号
城里町政治倫理審査会委員の選任に
つき同意を求めることについて（横
山幸雄氏）

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第100号
城里町政治倫理審査会委員の選任に
つき同意を求めることについて（阿
久津紀子氏）

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第101号
城里町政治倫理審査会委員の選任に
つき同意を求めることについて（和
田寿美雄氏）

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第102号
城里町政治倫理審査会委員の選任に
つき同意を求めることについて（卜
部德也氏）

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第103号
城里町政治倫理審査会委員の選任に
つき同意を求めることについて（五十
嵐雅晴氏）

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第104号 令和３年度城里町一般会計補正予算
（第４号）について　 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■第２回臨時会（令和３年12月24日）

承認第４号 専決処分第４号（令和３年度城里町
一般会計補正予算第５号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第105号 令和３年度城里町一般会計補正予算
（第６号）について　 6 7 × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×

審議した議案と各議員の賛否
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藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12
１．国民健康保険について
２．アツマーレのグラウンド使用料について
３．職場の労働環境（パワハラ・セクハラ）について

加藤木　　直　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13
１．荒廃農地の発生防止と解消について
２．高額な土地の購入について
３．無駄な出張について

小　圷　　孝　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14
１．環境センターについて
２．地域おこし協力隊について
３．お試し住宅について
４．区長要望について

桜　井　和　子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15
１．高齢者対策として
２．投票率アップの施策について
３．犬用防刃ベスト貸与について

猿　田　正　純　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16
１．決算認定総括
２．町民による町内除草作業について
３．条例や要綱・要領について

河原井　大　介　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17
１．来年度予算方針について
２．町の財政状況について
３．今後の町づくり、ビジョンについて（未来像、展望）

今回６名が質問し、今回６名が質問し、
その要約を掲載しました。その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。寄稿によるものです。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードを
スマートフォンなどで読み込むと、一般質問
時の動画が視聴できます。

町
政
を
問
う

一般質問



しろさと議会だより　№69 12
2022年２月

　

条
例
で
開
発
公
社

が
収
入
で
き
る
の
は
、

『
日
々
入
る
一
般
的
な
』

使
用
料
、
入
場
料
で
あ

り
、
町
と
ホ
ー
リ
ー
ホ

ッ
ク
が
契
約
し
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
使
用
料
は
、
町

に
入
金
す
べ
き
だ
。

藤
ふじ

咲
さ く

　芙
ふ

美
み

子
こ

　議員

《町　長》	 来年度、平等割を廃止

国民健康保険について

こちらから
動画が視聴できます

職
場
の
労
働
環
境
（
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
）
に
つ
い
て

《
町
長
》
女
性
に
向
か
っ
て
言
う
こ
と
は
な
い

ア
ツ
マ
ー
レ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
料
に
つ
い
て

《
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長
》

町
の
指
定
管
理
料
を
減
額

藤

咲　

高
す
ぎ
る
国

民
健
康
保
険
料
を
引
き

下
げ
、
18
歳
以
下
の
子

ど
も
の
均
等
割
減
免
を

求
め
る
。
低
所
得
層
の

方
で
、
子
育
て
を
し
て

い
る
若
い
お
母
さ
ん
は

非
正
規
が
多
い
。
ダ
ブ

ル
ワ
ー
ク
、
ト
リ
プ
ル

ワ
ー
ク
で
生
活
を
つ
な

い
で
い
る
方
も
い
る
。

小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
に
も

一
律
課
せ
ら
れ
る
均
等

割
は
、
不
公
平
な
制
度

だ
。

町

長　

来
年
度
平
等

割
を
廃
止
し
、
町
と
し

て
６
，
５
０
０
万
円
の

財
源
を
か
け
て
保
険
料

を
減
額
す
る
。

藤

咲　

均
等
割
は
医

療
分
、
後
期
高
齢
・
介

護
支
援
分
の
全
て
に
か

か
っ
て
い
る
。
20
歳
未

満
の
子
供
に
か
か
る
均

等
割
の
額
は
１
，
２
９
０

万
円
だ
。
国
保
の
基
金

は
５
億
６
，
０
０
０
万

円
あ
る
。
そ
の
基
金
を

取
り
崩
し
て
減
額
で
き

な
い
か
。

町

長　

子
育
て
世
代

だ
け
使
う
の
は
バ
ラ
ン

ス
を
欠
く
。

藤

咲　

ホ
ー
リ
ー
ホ

ッ
ク
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
使

用
料
８
０
０
万
円
を
、

開
発
公
社
の
収
入
と
す

る
こ
と
は
お
か
し
い
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

開
発

公
社
に
指
定
管
理
し
た

と
き
に
、
町
の
指
定
管

理
料
か
ら
８
０
０
万
円

藤

咲　

パ
ワ
ハ
ラ
・

セ
ク
ハ
ラ
は
、
重
大
な

人
権
侵
害
で
あ
り
、
役

場
内
に
あ
る
パ
ワ
ハ

ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
の
一
掃

は
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
観
点
か
ら
急
務

だ
。
個
人
の
問
題
で
は

な
く
、
役
場
組
織
全
体

の
問
題
だ
と
考
え
る
。

　

役
場
内
の
声
を
聞
い

て
み
る
と
「
金
曜
日
な

の
に
、
帰
っ
て
子
づ
く

り
に
励
ま
な
く
て
い
い

の
か
」「
私
を
結
婚
式
に

呼
べ
、
財
源
確
保
の
た

め
町
内
に
住
め
、
早
く

結
婚
し
ろ
、残
業
し
ろ
」

な
ど
の
言
葉
を
、
女
子

職
員
が
町
長
か
ら
浴
び

せ
ら
れ
た
と
い
う
。
職

員
は
、
恐
怖
や
不
快
感

を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

町
長
は
自
身
の
パ
ワ

ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
を
ど

う
考
え
る
か
。

町

長　

そ
の
様
な
発

言
を
、
女
性
に
向
か
っ

て
私
が
言
う
こ
と
は
な

い
。

藤

咲　

職
員
を
お
と

し
め
る
言
論
は
許
さ
れ

ず
、
職
員
に
謝
罪
す
べ

き
だ
。

　

改
善
策
と
し
て
、
相

談
窓
口
を
作
る
べ
き
だ

町

長　

相
談
窓
口
と

し
て
、
職
場
に
は
衛
生

管
理
委
員
会
を
設
置
し

て
い
る
。

藤

咲　

委
員
会
は
機

能
し
て
い
な
い
。
機
能

し
て
い
る
な
ら
、
何
で

こ
の
よ
う
な
訴
え
が
起

き
る
の
か
。

　

町
長
か
ら
独
立
し
た

相
談
窓
口
を
作
る
べ
き

だ
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ

ラ
を
訴
え
た
職
員
の
犯

人
探
し
は
す
べ
き
で
は

な
い
。

を
減
額
し
て
い
る
た

め
、
開
発
公
社
は
ホ
ー

リ
ー
ホ
ッ
ク
に
８
０
０

万
円
を
請
求
し
収
入
と

し
て
い
る
。

藤

咲　

指
定
管
理
し

た
開
発
公
社
が
、
収
入

で
き
る
の
は
当
然
だ
と

す
る
言
い
分
は
違
う
。

アツマーレ
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加
か

藤
とう

木
ぎ

　直
ただし

　議員

《農業委員会事務局長》	令和2年度8.1ヘクタールの
集積

荒廃農地の発生防止と解消
について

加
藤
木　

当
町
の
荒
廃

農
地
の
割
合
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

水
田

は
11
・
６
％
、
畑
は
7.4

％
で
あ
る
。

加
藤
木　

最
適
化
推
進

員
の
役
割
と
成
果
に
つ

い
て
伺
う
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

地
元

農
業
者
の
立
場
を
活
か

し
、
農
地
集
積
を
促
進

し
て
い
る
。
成
果
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
度

8.1
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
集
積

を
行
っ
た
。

加
藤
木　

荒
廃
農
地
の

解
消
に
つ
い
て
、
具
体

策
を
伺
う
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
計

画
の
作
成
や
農
地
流
動

化
奨
励
金
を
活
用
し
、

農
業
委
員
、
推
進
員
と

が
情
報
を
共
有
し
、
荒

廃
農
地
防
止
の
対
策
を

図
っ
て
い
く
。

加
藤
木　

奨
励
金
交
付

要
綱
は
合
併
時
の
ま
ま

な
の
で
、
交
付
条
件
や

奨
励
金
の
額
の
見
直
し

が
必
要
だ
。

加
藤
木　

土
地
を
買
う

時
の
単
価
は
、
ど
の
よ

う
に
決
め
て
い
る
の
か
。

財
務
課
長　

土
地
評
価
審

査
や
、
地
域
の
土
地
単

価
の
前
例
に
従
っ
て
決

定
し
て
い
る
。

加
藤
木　

ホ
ロ
ル
の
湯

入
口
の
土
地
を
購
入
し

て
い
る
が
、
単
価
と
購

入
理
由
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

単
価

は
平
米
６
千
円
で
、
購

入
理
由
は
ホ
ロ
ル
の
湯

の
景
観
を
損
な
う
状
況

と
所
有
者
に
売
買
の
意

向
が
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。

加
藤
木　

近
傍
の
宅

地
の
評
価
額
を
考
え

る
と
、
１
反
当
た
り

６
０
０
万
円
は
適
正
な

金
額
な
の
か
。　

購
入

理
由
も
、
チ
ェ
ッ
ク
機

関
の
議
会
と
し
て
は
納

得
で
き
な
い
。

税
務
課
長　

国
は
バ
ッ
ク

デ
ー
タ
を
多
く
持
っ
て

い
る
の
で
、
直
接
伺
っ

た
。

加
藤
木　

出
張
の
復
命

書
も
報
告
書
も
な
い
と

の
事
だ
が
、
何
も
得
る

も
の
が
な
か
っ
た
の

で
、
復
命
書
の
作
成
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

本
当
に
行
く
必
要
が

あ
っ
た
の
か
疑
問
だ
。

加
藤
木　

も
う
１
カ
所

ホ
ロ
ル
の
湯
南
側
の
畑

を
購
入
し
て
い
る
が
、
購

入
理
由
と
単
価
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

ホ
ロ

ル
の
湯
の
整
備
当
初
か

ら
買
収
に
至
ら
な
か
っ

た
土
地
を
購
入
し
た
も

の
で
、
単
価
は
１
反
当

た
り
５
０
０
万
円
で

す
。

加
藤
木　

今
ま
で
こ
の

土
地
を
購
入
で
き
て
い

な
い
こ
と
で
、
不
具
合

は
生
じ
て
い
な
い
。
１

反
当
た
り
５
０
０
万
円

は
、
整
備
当
初
の
20
年

前
の
額
で
あ
り
、
町
民

が
納
得
す
る
の
か
疑
問

だ
。

　

又
、
こ
の
土
地
購
入

の
起
案
を
特
別
職
で
あ

る
副
町
長
が
さ
れ
た
と

の
事
だ
が
、
組
織
の
崩

壊
が
心
配
だ
。

高
額
な
土
地
の
購
入
に
つ
い
て

《
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長
》

ホ
ロ
ル
の
湯
の
入
口
の
土
地
を
購
入

加
藤
木　

固
定
資
産
税

の
過
誤
納
付
の
件
で
総

務
省
へ
出
張
し
た
と
聞

い
た
が
、
誰
が
ア
ポ
を

取
り
何
名
で
行
っ
た
の

か
。

税
務
課
長　

町
長
が
ア
ポ

イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
町

長
ほ
か
２
名
で
行
っ

た
。

加
藤
木　

末
端
自
治
体

が
、
直
接
国
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
解
決
し
な
い

問
題
な
の
か
。
茨
城
県

は
何
の
た
め
に
あ
る
の

か
。 無

駄
な
出
張
に
つ
い
て

《
税
務
課
長
》

町
長
が
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
と
っ
た

こちらから
動画が視聴できます



しろさと議会だより　№69 14
2022年２月

小
こあ く つ

圷　　孝
たかし

　議員

《町民課長》	毎月第３日曜日の搬入受付
継続

環境センターについて

小

圷　

町
民
の
ご
み

持
ち
込
み
は
30
キ
ロ
を

超
え
た
分
は
有
料
な
の

に
、
２
，
８
０
０
万
円

で
開
発
公
社
に
委
託
し

て
い
る
ア
ツ
マ
ー
レ
の

草
刈
り
し
た
草
の
持
ち

込
み
が
無
料
な
の
は
お

か
し
い
。
す
べ
て
無
料

に
す
べ
き
。

町
民
課
長　

家
庭
ご
み
は

減
量
化
の
観
点
か
ら
、

今
後
も
有
料
を
継
続
。

ア
ツ
マ
ー
レ
は
、
減
免

措
置
に
よ
り
お
金
を
も

ら
っ
て
い
な
い
。

小

圷　

働
い
て
い
る

人
が
平
日
粗
大
ご
み
を

出
し
づ
ら
い
た
め
、
日

曜
解
放
を
増
や
せ
な
い

か
。

町
民
課
長　

毎
月
第
３
日

曜
日
の
搬
入
受
付
を
継

続
。

小

圷　

町
民
が
ご
み

を
捨
て
に
行
く
と
、
免

許
証
の
提
示
、
申
込
書

を
記
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
何
回
も
捨

て
に
来
る
町
民
に
、
許

こちらから
動画が視聴できます

可
証
を
発
行
で
き
な
い

か
。

町
民
課
長　

近
隣
町
村
に

も
聞
き
取
り
し
、
免
許

証
で
の
確
認
が
一
番
確

実
と
考
え
行
っ
て
い

る
。

小

圷　

協
力
隊
員
を

役
場
の
補
助
員
の
よ
う

に
使
い
、
自
立
さ
せ
る

よ
う
な
事
業
を
や
ら
せ

て
お
ら
ず
、
町
は
何
も

成
功
し
て
い
な
い
。
今

後
も
隊
員
を
採
用
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
町
の
た

め
に
な
る
よ
う
な
計
画

を
立
て
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。

小

圷　

お
試
し
住
宅

を
利
用
後
、
引
っ
越
し

し
て
く
れ
た
方
は
い
る

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

２
名

お
り
、
塩
子
地
区
の
空

き
家
を
借
り
て
住
ん
で

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

小

圷　

町
は
住
む
と

こ
ろ
を
あ
っ
せ
ん
し
た

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

町
は

あ
っ
せ
ん
し
て
い
な

い
。

小

圷　

町
に
引
っ
越

し
た
い
方
が
い
る
の

に
、
な
ぜ
非
協
力
的
な

の
か
。
町
は
歓
迎
す
る

の
が
当
た
り
前
で
、
そ

れ
を
し
な
い
な
ら
お
試

し
住
宅
な
ど
必
要
な
い

の
で
は
な
い
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

《
農
業
政
策
課
長
》

７
名
就
農
、
１
名
は
林
業
関
係
に
従
事

お
試
し
住
宅
に
つ
い
て

《
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長
》
町
は
あ
っ
せ
ん
し
て
い
な
い

区
長
要
望
に
つ
い
て

《
町
長
》

私
が
印
鑑
押
し
て
く
だ
さ
い
と
歩
く
こ
と
は
な
い

小

圷　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
、
定
住
し
た

人
数
は
。
定
住
後
は
自

立
で
き
て
い
る
の
か
。

農
業
政
策
課
長　

任
期

を
終
え
た
隊
員
10
名
の

う
ち
９
名
定
住
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
７
名
は

就
農
、
１
名
は
林
業
関

係
に
従
事
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

卒
業

者
が
７
名
で
、
う
ち
２

名
が
定
住
し
て
お
り
、

１
人
は
結
婚
し
、
１
名

は
会
社
に
勤
め
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

小

圷　

区
長
が
道
路

要
望
を
し
て
も
、
全
然

改
良
が
す
す
ま
な
い
の

に
、
一
部
の
町
民
が
町

長
に
要
望
す
れ
ば
、
す

ぐ
に
道
路
改
良
し
て
く

れ
る
と
聞
い
た
。

　

町
長
が
、
改
良
し
た

い
道
路
の
要
望
書
を
作

成
し
、
区
長
宅
に
印
鑑

を
も
ら
い
に
行
っ
て
い

る
の
は
本
当
か
。

町

長　

私
が
自
ら
、

区
長
さ
ん
宅
に
印
鑑
押

し
て
く
だ
さ
い
と
歩
く

こ
と
は
な
い
。

小

圷　

町
長
が
建
設

業
者
に
直
接
行
っ
て
話

を
し
て
い
る
と
の
話
を

聞
く
。
直
接
仕
事
を
も

ら
う
業
者
へ
出
入
り
す

る
こ
と
は
、
町
民
に
誤

解
を
招
く
。
注
意
し
て

ほ
し
い
。
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桜
さく

井
ら い

　和
か ず

子
こ

　議員

高齢者対策として

桜

井　

毎
年
の
よ
う

に
猛
暑
が
続
き
、
高
齢

者
が
自
宅
で
熱
中
症
に

か
か
る
リ
ス
ク
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
個
人
住
宅

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
、

補
助
が
で
き
な
い
か
。

長
寿
応
援
課
長　

県
内

の
４
市
が
令
和
３
年
度

の
単
年
度
事
業
と
し
て

導
入
し
て
い
る
。
今
後

近
隣
市
町
村
の
状
況
を

踏
ま
え
、
検
討
し
て
い

く
。

桜

井　

特
殊
詐
欺
に

よ
る
被
害
の
報
道
が
後

を
絶
た
な
い
。
町
民
が

特
殊
詐
欺
の
被
害
に
あ

い
悩
む
こ
と
の
な
い
よ

う
、
特
殊
詐
欺
を
防
ぐ

機
能
が
つ
い
た
電
話
機

の
購
入
に
補
助
で
き
な

い
か
。

町
民
課
長　

特
殊
詐
欺
被

害
の
未
然
防
止
対
策
と

し
て
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
実
施
等
に
よ
る

啓
発
活
動
や
防
災
無
線

放
送
に
よ
る
未
然
防
止

《長寿応援課長》《町民課長》
　　　　　　　	 補助については検討

こちらから
動画が視聴できます

の
注
意
喚
起
の
呼
び
か

け
を
行
っ
て
い
る
。
補

助
に
つ
い
て
は
近
隣
市

町
村
の
動
向
を
踏
ま
え

て
検
討
す
る
。

桜

井　

２
万
円
の
電

話
機
の
半
額
補
助
を
行

っ
て
も
、
10
軒
分
で

10
万
円
の
費
用
で
あ

る
。
わ
ず
か
10
万
円

で
、
被
害
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
が
、
補
助
は

難
し
い
の
か
。
前
向
き

な
検
討
を
お
願
い
す

る
。

農
業
政
策
課
長　

補
助

事
業
等
の
充
当
も
含

め
、
早
急
に
今
年
度
で

配
備
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。

桜

井　

合
併
前
に
比

べ
て
現
在
の
投
票
所
は

ど
の
よ
う
に
変
動
し
た

の
か
。

総
務
課
長　

統
合
に
よ
り

18
カ
所
減
少
し
て
い

る
。

桜

井　

投
票
所
が
31

カ
所
か
ら
13
カ
所
に
縮

小
さ
れ
、
投
票
率
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。

総
務
課
長　

投
票
率
は
低

下
傾
向
に
あ
る
。
投
票

率
ア
ッ
プ
の
た
め
若
年

層
へ
の
対
策
と
し
て
、

中
学
校
の
生
徒
会
選
挙

や
、
県
立
桜
ノ
牧
高
等

学
校
常
北
校
の
模
擬
選

挙
の
際
に
投
票
箱
や
記

載
台
の
貸
出
し
な
ど
を

行
い
、
選
挙
の
関
心
を

高
め
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

桜

井　

高
齢
者
世
帯

の
方
か
ら
、
投
票
所
が

遠
す
ぎ
る
と
の
声
が
届

い
て
い
る
。
車
の
な
い

方
、
投
票
所
が
遠
い
地

域
の
有
権
者
の
方
々
が

気
軽
に
投
票
で
き
る
よ

う
、
期
日
前
投
票
の
期

間
送
迎
車
を
運
行
す
べ

き
と
思
う
が
。

総
務
課
長　

投
票
所
ま
で

の
足
の
確
保
に
、
タ
ク

シ
ー
乗
車
券
の
補
助
を

し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。
検
討
し
て
い
く
。

桜

井　

猟
犬
を
伴
っ

た
猟
を
行
う
際
、
追
い

込
ま
れ
た
イ
ノ
シ
シ
に

よ
っ
て
、
猟
犬
が
逆
に

襲
わ
れ
て
け
が
を
負
う

こ
と
が
あ
る
。
実
施
隊

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

狩
猟
が
で
き
る
よ
う
犬

用
防
刃
ベ
ス
ト
の
貸
与

は
で
き
な
い
か
。

犬
用
防
刃
ベ
ス
ト
貸
与
に
つ
い
て

《
農
業
政
策
課
長
》

早
急
に
今
年
度
配
備
を
検
討

投
票
率
ア
ッ
プ
の
施
策
に
つ
い
て

《
総
務
課
長
》

タ
ク
シ
ー
券
の
補
助
を
検
討
し
て
い
く
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猿
さる

田
た

　正
ま さ

純
ず み

　議員

《総務課長》	監査委員への説明を怠って
しまった

決算認定総括

猿

田　

地
方
自
治
法

第
２
３
３
条
に
自
治
体

の
決
算
に
関
す
る
規
定

が
あ
り
、
毎
年
度
監
査

委
員
の
審
査
を
受
け
、

審
査
意
見
書
を
付
け
て
、

議
会
の
認
定
に
付
す
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

９
月
定
例
会
に
取
り

下
げ
た
決
算
認
定
が
、

再
度
提
案
さ
れ
る
ま
で

３
ヶ
月
も
か
か
っ
た
理

由
は
。

総
務
課
長　

決
算
審
査
意

見
書
の
数
字
、
文
言
等

の
内
容
を
再
度
点
検
し

た
た
め
。

猿

田　

昨
年
度
議
会

の
認
定
を
受
け
た
令
和

元
年
度
決
算
審
査
意
見

書
は
、
公
文
書
で
あ

る
。
な
ぜ
改
ざ
ん
（
修

正
）
し
た
の
か
。

総
務
課
長　

意
見
書
に
誤

り
が
あ
り
訂
正
を
行
っ

た
が
、
監
査
委
員
へ
の

説
明
、
確
認
を
怠
っ
て

し
ま
っ
た
。

猿

田　

決
算
意
見
書

の
位
置
づ
け
を
伺
う
。

総
務
課
長　

監
査
委
員
の

意
見
書
に
つ
い
て
は
、

議
決
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
と
判
断
し
て
い

る
。

猿

田　

県
や
近
隣
市

町
村
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、
意
見
書
は
決
算
書

と
同
じ
く
、
認
定
を
受

け
た
も
の
と
認
識
し
、

仮
に
参
考
資
料
の
認
識

で
あ
っ
て
も
、
公
文
書

の
改
ざ
ん
（
修
正
）
な

ど
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

ら
ぬ
事
。
議
会
に
説
明

を
し
て
承
諾
を
得
て
か

ら
修
正
す
べ
き
案
件
だ

と
言
う
。
県
や
他
市
町

村
の
よ
う
な
認
識
が
あ

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事

態
は
起
こ
ら
な
い
は

ず
。

　

今
後
の
改
善
策
は
。

総
務
課
長　

今
後
は
各
課

ご
と
に
全
員
で
チ
ェ
ッ

ク
し
、
正
確
性
の
確
保

に
努
め
る
。

猿

田　

今
後
は
町
執

行
部
の
丁
寧
な
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

猿

田　

全
町
民
が
実

施
し
て
い
る
除
草
作
業

に
つ
い
て
、
参
加
状

況
、
事
故
の
実
態
、
支

払
い
方
法
は
。

都
市
建
設
課
長　

参
加

者
は
、
昨
年
３
，
３
４
５ 

人
、
今
年
３
，
０
４
７

人
と
減
っ
て
い
る
。
事

町

長　

要
綱
・
要
領

は
守
っ
て
い
る
。

猿

田　

で
は
な
ぜ
、

10
年
分
返
金
す
べ
き
と

こ
ろ
を
、
町
長
権
限
で

５
年
分
だ
け
返
金
す
る

と
答
弁
し
た
の
か
。
き

ち
っ
と
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

猿

田　

前
回
の
定
例

会
で
固
定
資
産
税
の
過

誤
納
付
に
対
し
て
、
町

の
要
綱
に
は
10
年
分
返

金
と
あ
る
が
、
町
長
は

要
綱
は
議
会
の
議
決
も

必
要
な
く
、
守
る
必
要

は
な
い
と
答
弁
し
て
い

る
。

　

要
綱
・
要
領
は
守
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
民
に
よ
る
町
内
除
草
作
業
に
つ
い
て

《
都
市
建
設
課
長
》

参
加
者
は
減
っ
て
い
る

故
は
作
業
中
に
ス
ズ
メ

バ
チ
に
刺
さ
れ
た
事
故

が
あ
り
、
傷
害
保
険
で

対
応
。
報
償
は
各
区
か

ら
提
出
さ
れ
る
参
加
者

名
簿
数
で
算
出
し
、
請

求
の
あ
っ
た
口
座
に
支

払
っ
て
い
る
。

猿

田　

報
償
単
価
に

つ
い
て
、
町
内
同
一
に

な
ら
な
い
か
。
ま
た
、

区
の
口
座
で
な
く
、
個

人
名
義
の
口
座
に
振
り

込
ま
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
と
聞
く
が
、
何
故

な
の
か
調
べ
て
欲
し

い
。

条
例
や
要
綱
・
要
領
に
つ
い
て

《
町
長
》

要
綱
・
要
領
守
っ
て
い
る

こちらから
動画が視聴できます
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河
か わ ら い

原井　大
だい す け

介　議員

来年度予算方針について

河
原
井　

今
年
度
の
予

算
は
、
財
政
調
整
基
金

を
７
億
円
取
り
崩
し

た
。
来
年
度
予
算
は
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

財
務
課
長　

現
在
ま
だ
ヒ

ア
リ
ン
グ
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
各
課

か
ら
予
算
が
上
が
っ
て

き
て
い
な
い
の
で
想
定

で
き
て
い
な
い
。

河
原
井　

一
般
会
計
か

ら
特
別
会
計
へ
の
繰
り

出
し
す
る
金
額
の
規
模

も
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い

な
い
の
か
。

財
務
課
長　

一
般
会
計
か

ら
特
別
会
計
へ
の
繰
り

出
し
は
、
同
等
同
額
規

模
で
あ
り
、
水
道
へ
は

１
億
５
，
０
０
０
万
円

位
、
介
護
保
険
等
に
は

３
億
７
，
６
０
０
万
円

位
の
予
算
で
あ
る
。

る
。

　

借
金
が
増
え
、
貯
金

が
減
っ
て
い
る
今
の
財

政
運
営
で
は
、
５
年
後

に
危
機
的
な
財
政
状
況

に
な
ら
な
い
と
言
い
切

れ
る
の
か
。

財
務
課
長　

歳
入
は
、
地

方
交
付
税
や
国
・
県
支

出
金
に
依
存
し
て
い

る
。
歳
出
は
、
町
の
維

持
管
理
の
経
費
が
予
算

に
占
め
る
割
合
が
高

く
、
今
後
も
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。

河
原
井　

今
後
の
町
の

事
業
的
な
借
金
額
や
、

税
収
入
額
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
や
っ
て
い

る
の
か
。

《財務課長》	来年度予算、まだ想定でき
ていない

河
原
井　

企
業
誘
致
、

地
場
産
業
育
成
、
医
療

機
関
の
誘
致
、
介
護
福

祉
等
を
含
む
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
事
業
計
画

案
に
、
来
年
度
予
算
を

つ
け
る
の
か
。
さ
ら
に

こ
の
戦
略
の
数
値
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
予
算
総
額
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

財
務
課
長　

現
在
、
具
体

的
な
予
算
は
、
決
ま
っ

て
い
な
い
。
予
算
総
額

も
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

新
規

事
業
実
現
の
た
め
役
所

内
部
で
協
議
を
し
、
事

業
を
計
画
し
て
い
く
。

河
原
井　

役
所
で
は
、

様
々
な
事
業
計
画
書
が

作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

計
画
達
成
の
た
め
に

は
、
予
算
措
置
を
し
っ

か
り
と
考
え
、
町
発
展

の
為
に
今
す
ぐ
に
で
も

始
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

《
財
務
課
長
》

国
の
早
期
改
善
基
準
を
下
回
っ
て
い
る

河
原
井　

現
在
町
の
財

政
は
、
国
か
ら
の
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
も
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
、
将

来
も
健
全
な
財
政
運
営

が
出
来
る
と
、
町
執
行

部
は
言
っ
て
い
る
が
、

本
当
に
そ
う
な
の
か
。

財
務
課
長　

令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算
に
お
い

て
、
国
の
定
め
る
早
期

改
善
基
準
を
下
回
っ
て

お
り
、
健
全
性
を
維
持

し
て
い
る
。

河
原
井　

人
口
が
減
っ

て
い
る
中
、
町
税
が
約

20
億
円
で
地
方
交
付
税

が
約
40
億
円
と
、
町
の

基
本
収
入
は
60
億
円
で

あ
る
。
国
が
示
す
、
こ

の
町
の
標
準
財
政
規
模

は
62
億
か
ら
65
億
円
な

の
に
、
１
２
０
億
円
規

模
の
予
算
を
組
ん
で
い

財
務
課
長　

施
設
の
集
約

や
統
合
、
再
編
成
を
行

い
、
大
規
模
改
修
や
更

新
費
に
関
す
る
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
の
削
減
を
図

今
後
の
町
づ
く
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

（
未
来
像
、
展
望
）

《
財
務
課
長
》
具
体
的
な
予
算
は
無
い

っ
て
い
く
た
め
、
見
直

し
を
行
う
。
ヒ
ア
リ
ン

グ
後
、
議
会
に
報
告
し

た
い
。

こちらから
動画が視聴できます
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城里町放課後児童クラブの運営改善に関する報告書
１　調査概要
　　町内放課後児童クラブにおいて、支援員の交通費に疑義があり調査を行った。

２　実施期日
　　令和３年９月30日（木）～12月14日（火）

３　調査結果
　　①支援員は住民票のある自宅に居住していなかった。
　　②支援員は実家の大子町から通勤しているとの事であった。
　　③交通費については、弾力的な支払いが許されるとの事であった。
　　④放課後児童クラブの運営費に関し好ましくない事例が認められた。
　　⑤運営費に関し、執行部も支出内容を把握をしていない事が判明した。

４　ま　と　め
　放課後児童クラブの運営に関し、交通費、運営費等、不透明な部分があった。交通費に関
しても、弾力的な支払いが許されるとしても、一般常識で見れば疑問が残る所である。
　その他、運営に関しても、勤怠管理、支払い管理等、事業実施団体としては不適切であり、
所得税等源泉徴収も行われていなかった。
　担当課でも詳細な内容を把握しておらず、これは町内すべての放課後児童クラブについて
同様であると思われる。ついては、総務民生常任委員会としては、改善策とし、以下の改善
案を提言する。

改　　善　　案
１．町内すべての放課後児童クラブにおいて、税理士を雇い入れ、出退勤管理、給与支払い、

物品の購入、税の申告等、明確に実施させる事。または、水戸市や他自治体を参考に放課
後児童クラブ運営会社等に委託する事。

２．石塚小学校を挟んで存在する２つの放課後児童クラブは、一つに統合する事

　また、総務民生常任委員会において別件審議の席上、町内学童保育施設において、いじめや
虐待があるとの訴えがあった。
　町長も傍聴していたので訴えの内容は把握していると思われるので、早急に実態を調査し、
問題があればこれを解決し、議会報告する事。

　以上を提言し、健全なる放課後児童クラブの運営を願い、総務民生常任委員会の調査報告と
したします。

　　　　　総務民生常任委員会　　委　員　長　薗部　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長　加藤木　直　　　委　　員　関　誠一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　委　　員　小圷　　孝　　　　　〃　　　河原井大介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　小林　祥宏　　　　　〃　　　藤咲芙美子

総務民生常任委員会開催

第１回目　９月30日（木）

第２回目　10月13日（水）

第３回目　11月25日（木）

総務民生常任委員会報告

総務民生常任委員会報告
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　議会議員の任期は４年で、令和４年３月11日にその任期が満了となります。
　平成30年３月12日からのこの４年間は、慣例で２年ごとに議長を始め常任委員長などの役を決
め、各委員会の改選もありました。
　当広報委員会においても、この４年の間に委員改選を経て、年４回の議会だよりを発行して参り
ました。発行までには、議員からの掲載原稿の収集、委員会で記事担当を決めながらの構成、広報
委員会での編集作業に努めてきたところです。
　今回の第69号が、議員任期及び当委員会最後の議会だよりとなります。これまで議会広報の編
集にご協力いただきました関係者の皆様に、心より感謝・御礼申し上げます。

ホームページに掲載している内容
○議会だよりは、平成19年度　しろさと議会だより第10号～
○議案書は、令和３年度第２回定例会～
○定例・臨時会会議録は、平成17年第１回臨時会～
○委員会等会議録は、平成30年３月20日「全員協議会」～

過去の議会だより、議案書、会議録等は、ホームページでご覧いただけます

議 員 任 期 最 後 だより議 会の

こちらをご覧下さい
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20

追跡調査・編集後記

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

正
月
気
分
も
抜
け
二
月
三
日
は

節
分
で
す
。
節
分
と
は
、
季
節
を

分
け
る
と
言
う
意
味
が
あ
り
、
春

は
一
年
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
大
切

に
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
に
起
こ
り
が

ち
な
病
気
や
悪
い
も
の
を
鬼
に
見

立
て
て
追
い
払
う
儀
式
が
広
ま
っ

た
と
の
事
。
さ
て
、
あ
な
た
に
と

っ
て
の
鬼
は
何
で
す
か
？

　

鬼
は
～
外　

福
は
～
内
。

　

本
年
は
、
選
挙
の
年
で
す
。

　

町
議
会
選
挙
、
参
議
院
選
挙
、

町
長
選
挙
、
県
議
会
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
、
政
治
に
参

加
す
る
大
事
な
選
挙
で
す
。
貴
重

な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
町
民
の

皆
様
の
ご
健
康
ご
健
勝
を
心
よ
り

ご
祈
念
を
申
し
上
げ
ま
す
。

加
藤
木　

直　

記

議
会
広
報
委
員
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美
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河
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信
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令
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４
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２
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発
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城
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

今後よく検討する

石塚小学校開放学級と学童保育につ
いて	 （令和２年６月）

一つにするのかは未だ未定である

少子高齢化で人口が減っているのは事実で
ある。

石塚小の児童も今後減少する。石塚開放学
級とおひさま学童クラブを、一つにすると
いう考えはないのか。

約１億円かけて建設された石塚開放学級の
国の設備基準による定員は90名で、おひさ
ま学童クラブ利用者を合わせても定員を超
えることは無く利用できるのに、町は4,150
万円をかけておひさま児童クラブが使用し
ている旧常北幼稚園舎を解体し、さらに建
築を計画している。（建築費未定）

引き続き検討していきたい

病院誘致について
（令和元年９月）

誘致に関しての進展はない

総合計画見直しによる住民アンケートの中
で、住民の意見をしっかりと調査したい。

平成30年6月に続いての質問だが、町長は
選挙公約のトップに病院誘致を掲げていた
が、取り組みは。

住民アンケートも実施しておらず、病院誘
致の審議会の立ち上げも行っていない状況。


